
※白河市合併20周年記念事業には、記念事業のロゴを表示しています。
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●会場　マイタウン白河
　　　　１階ギャラリー（本町）
●定員　12名　※先着順
●申し込み方法　電話　※要予約
※電話受付はわんぱーく開館時間のみ

●展示内容　◇展示室１　「小峰城ガ
イダンス展示・小峰城VRシアター」
◇展示室２・３

「小峰城の歴代城主と美術」

●展示内容　
◇平常展示

「白河の歴史
と文化」

●内部公開　▷7月　19日㈯・20日㈰
▷8月　10日㈰・11日㈷　

●内部公開　▷7月　19日㈯・20日㈰
▷8月　10日㈰・11日㈷　

《アーチェリー》
●日時　８月３日㈰／午前９時
●申し込み期限　７月25日㈮

問白河市スポーツ協会事務局
☎㉙8655

《子ども自然体験教室》
●日時　８月１日㈮／午前６時20分
出発、午後４時20分解散予定
●行き先 安

あ

達
だ

太
た

良
ら

山系（二本松市）
●申し込み期間　７月14日㈪～25日㈮

問白河市スポーツ協会事務局
☎㉙8655

《早朝無料開園》
　本市の友好都市である埼玉県行

ぎょう

田
だ

市
し

から贈られた古代蓮の開花に合わせ、
無料開園します。
●期間　７月12日㈯～31日㈭
※開花状況により変更の可能性あり
●時間　午前７時～８時

《風鈴夏涼み》
　風鈴の音色とともに、翠楽苑の美し
い景観をお楽しみください。
●期間　７月19日㈯～８月17日㈰

《昆虫教室（特別講師）》
　福島虫の会の三

み

田
た

村
む ら

敏
と し

正
ま さ

先生による
楽しく興味深い解説が聞けます。
●日時　７月27日㈰／午前10時～正午
●定員　40人程度　※参加無料
※住所・氏名・年齢・電話番号を明記
し、メールかFAXでお申し込みください。
※屋外での活動が主なので、長袖・長
ズボンの着用をおすすめします。
問NPO法人南湖森林公園案内人の会
☎㉗1101／ FAX ㉑6321
メール nanko.s.a@sage.ocn.ne.jp

《～昭和100年に寄せて～ 
　　　　昭和の子どもの文化 お宝展》
●日時　７月６日㈰～８月17日㈰
※7月20日㈰午後２時から、所蔵者の
阿

あ

部
べ

正
ま さ

栄
え い

氏による懇話の集いを開催し
ます。参加を希望する方は、中山義秀
記念文学館にお申し込み下さい。

《カプライベント》
　木製の板を積み重ね、建物や乗り物、
動物まで作れる「カプラ」のイベント
を開催します。詳しくは、インスタグ
ラムをご覧ください。
●期日　７月27日㈰
●時間
午前11時30分～午後０時30分　　↗

小峰城歴史館
郭内1-73　☎24-5050
開館時間　9:00～16:30
休館日　月曜日
※７月21日㈷は開館し、翌日休館
※８月３日㈰は正午から休館
入館料　一般300円
小中高生・障がい者100円

共
きょう

楽
ら く

亭
て い

南湖11　問文化財課☎28-5535
開館時間　10:00～16:00
※天候により変更あり
入館料　無料

歴史民俗資料館
中田7-1　☎27-2310
開館時間　9:00～16:00
休館日　月曜日　入館料　無料
※７月18日㈮まで工事に伴い休館
※７月21日㈷は開館し、翌日休館

南湖森林公園
菅生舘1-1　☎27-1101
開園時間　8:30～17:15

旧小峰城太鼓櫓
やぐら

郭内179-3　問文化財課☎28-5535
開館時間　10:00～16:00
入館料　無料　※貸館は有料

しらかわスポーツ祭
2025参加者募集

まちかどまちかど

スポーツスマイリィ
クラブ受講者募集

ベースに色が入ってる場合ベースが白
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施　設施　設
翠
す い

楽
ら く

苑
え ん

五郎窪山45-1　☎23-6888
開園時間　9:00～17:00
※７月９日㈬・10日㈭は休園
入園料 一般350円　小中高生170円

屋内遊び場わんぱーく
本町２マイタウン白河４階☎21-9980
開館時間
①10:00～11:30　②13:00～14:30
③15:00～16:30　※各回定員50人
休館日　木曜日　※祝日の場合は翌平日

詳しくはホームページへ▶

詳しくはホームページへ▶

中
な か

山
や ま

義
ぎ

秀
しゅう

記念文学館
大信町屋字沢田25　☎46-3614
開館時間　10:00～18:00
休館日　月曜日、祝日の翌日
入館料　大人220円　小人110円

薩
さつ

摩
ま

藩
はん

木箱▶
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り
ぶ
ら
ん

子
育
て
情
報

保
健
情
報

ラ
ウ
ン
ジ

市
長
の

手
控
え
帖

休
日
当
番
医
・

無
料
相
談
ほ
か

お
知
ら
せ

く
ら
し
の

情
報
館

定
信
紀
行

白
河
か
る
た

札
で
つ
な
が
る
今い

ま

・
昔む

か
し

白
河
か

た
る

「
白
河
駅
」

四
枚
目

　
白
河
に
鉄
道
が
開
通
し
た
の

は
明
治
20
年
７
月
16
日
で
す
。

す
で
に
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
て
い

た
黒
磯
か
ら
延
伸
し
、
郡
山
ま

で
開
通
し
た
こ
と
に
よ
り
、
上

野
と
白
河
が
約
６
時
間
半
で
結

ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
明
治
19
年
12
月
時
点
で
黒
磯

ま
で
開
通
し
て
い
た
た
め
、
約

半
年
の
期
間
で
郡
山
ま
で
路
線

を
延
伸
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
開
通
は
、
関
東
甲
信
越

か
ら
東
北
南
部
を
通
過
す
る
皆

既
日
食
の
１
か
月
前
の
こ
と
で

あ
り
、
観
測
を
成
功
さ
せ
る
た

め
国
家
的
事
業
と
し
て
取
り
組

ま
れ
た
も
の
で
し
た
。
大
型
の

観
測
機
材
を
持
ち
込
ん
だ
ア
メ

リ
カ
の
観
測
隊
の
ほ
か
、
多
く

の
見
物
人
が
白
河
に
集
ま
り
ま

し
た
。

　
白
河
駅
は
そ
の
後
、
大
正
10

年
に
現
在
の
場
所
に
造
り
替
え

ら
れ
、
今
で
は
全
国
で
も
数
少

な
い
大
正
期
の
木
造
駅
舎
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
木
造
平
屋
建
て
の
赤
い
瓦
屋

根
に
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
し
つ

ら
え
、
日
本
文
化
と
西
洋
文
化

が
融
合
し
た
当
時
最
先
端
の
モ

ダ
ン
な
デ
ザ
イ
ン
は
、
人
々
を

郷
愁
へ
と
い
ざ
な
う
大
正
ロ
マ

ン
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
に
白
河
駅
は
改
築

１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
東
北
新
幹
線
の
開
業
に
よ
り
、

主
要
駅
と
し
て
の
機
能
は
新
白

河
駅
に
移
り
ま
し
た
が
、
白
河

駅
が
結
ん
だ
１
０
０
余
年
の
軌

道
は
、
色
あ
せ
る
こ
と
な
く
続

い
て
い
ま
す
。

問
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
☎
㉘
5
5
3
3

定
信
紀
行

江
戸
大
塚

江
戸
大
塚
六六り

く
り
く

園園え
ん
え
ん

の
こ
と

の
こ
と

第
四
話

第
四
話

寄
稿
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

佐さ

川が
わ

庄し
ょ
う

司じ

保
存
と
植
物
園
的
性
格
を
併
せ
持

つ
定
信
の
博
物
学
的
趣
向
が
反
映

さ
れ
た
特
異
な
庭
園
で
あ
っ
た
。

定
信
が
著
し
た
『
花か

月げ
つ

日に
っ

記き

』
に

は
、
築つ

き

地じ

浴よ
く

恩お
ん

園え
ん

か
ら
大
塚
六
園

に
度
々
出
か
け
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。

松ま
つ

平だ
い
ら

定さ
だ

信の
ぶ

は
、
文
化
初
年
に
江

戸
大
塚
（
現
東
京
都
文
京
区
）
の

旗
本
屋
敷
や
百
姓
地
な
ど
約
１
万

２
千
坪
の
敷
地
を
購
入
し
、
同
５

年
（
１
８
０
８
）
に
抱か

か
え

屋や

敷し
き

「
六

園
」
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。
六
園

は
、
当
時
の
絵
図
に
よ
れ
ば
５
代

将
軍
綱つ

な

吉よ
し

ゆ
か
り
の
護ご

国こ
く

寺じ

の
西

側
に
所
在
し
て
い
た
。

　
六
園
は
「
む
つ
の
園そ

の

」
と
も
呼

ば
れ
、
三
段
に
高
低
差
の
あ
る
地

形
を
利
用
し
「
集し

ゅ
う

古こ

園え
ん

」「
竹ち

く

園え
ん

」「

百ひ
ゃ
っ

花か

園え
ん

」「
春し

ゅ
ん

園え
ん

」「
秋し

ゅ
う

園え
ん

」「
攅せ

ん

勝し
ょ
う

園え
ん

」

の
６
つ
の
ゾ
ー
ン
と
御
殿
屋
敷
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
定
信
の
行

っ
た
古
文
化
財
図
録
『
集し

ゅ
う

古こ

十じ
っ

種し
ゅ

』

編へ
ん

纂さ
ん

な
ど
、
文
化
的
事
業
と
密
接

に
関
連
す
る
庭
園
で
あ
っ
た
。

　
集
古
園
に
は
４
棟
の
蔵
が
建
ち

並
び
、
和
漢
の
書
画
器
財
や
集
古

十
種
の
版
木
類
を
は
じ
め
、
定
信

が
収
集
し
た
文
化
財
を
収
蔵
保
管

す
る
博
物
館
的
施
設
が
あ
っ
た
。

　
竹
園
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
さ

ま
ざ
ま
な
種
類
の
竹
が
植
栽
さ
れ
、

百
花
園
に
は
花
々
を
、
春
園
に
は

桜
な
ど
の
花
木
、
秋
園
に
は
紅
葉

な
ど
の
花
木
、
攅
勝
園
に
は
和
漢

舶
来
の
珍
木
異
草
な
ど
が
植
栽
さ

れ
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
六
園
は
文
化
財

▶
大
塚
六
園
館
全
図

　（国
立
国
会
図
書
館
蔵
）

問
観
光
課
☎
㉘
5
5
2
6
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